
研究活動報告

f筑波大学先史学-考古学研究j第 22号発干IJ

考古学実習(茨城県 かすみがうら市・野中古墳群第!号墳)

';.s・木 晃，荒友gl~ 子，大村冬樹(邦HM]: 201111ミ12月71:1 -I1 Ij) 

先史学実習(栃木県 佐肝市.UJ菅石灰焼成窯)

三宅 硲， I:IJ i寸真衣子，増森海笑 D.(JlJjiMi: 2011年 11月9FI -14 1三1)

111西宏幸町‘eliminalyReporl Akoris 2010 (共編著).東i主!の地域考古学1(編著)

常木 晃 イラン，アルサンジャン遺跡の発掘調査. r新石器時代の巨大集落ーシ 1)ア，テル・エル

ケルク遺跡の 2010年度調査-JP:lz成 22年度考古学が語る古代オリエント J. rl仁J絵 i角解:平(0;詰詰説tι:テjルレ.工ル

ケルク i日山出jr品f1l 二士土i上I~-二A の連統人物{保袋がf打品邦拍fG;品1占!i/J

代人の生生，と死:i最設新新今のj筑jf瓦L山L羽波支大学シリアi国司ケルク遺路跡;発;掘寵誠査より JrOR則IENTEl4幻3~ fi¥'Jj校Jt!uw・!読史科教

育における考古学・人類学の役割Jr学術の動II]JJ.r)歪史認識と考古学J子ア:術の動向l ヶルク新布保lI~j:

代墓地にみる生と 1EJ (編著). A Glimpse of Hllman Life from Ihe Neolithic Cemelery al Tell el-Iくerl品、

Northwest Syria. DOClII1Iellta Praehisrorica. Tell el-Kerkh 2009. Chrolliqlle Archeo!ogiqlle en Syrie: Vo!. 5 共者)

「新石器l時代の巨大集落ーシリア，テル・エル・ケルク遺跡:2010年発掘樹元tt-J r 1I 4>:j川アジア考I'i学会

第 16Iill総会・大会発表要旨集J(共著). AI・chaeologicalResearch in the Bishri Region -Repol・101' the Eighlh 

Working Season-: S. Sonclage ancl Sllrface Research at Tell Ghanem al-Ali. A!-Rajidrill、32 (jl{~~:) 

三宅 裕 トルコ，ハッサンケイフ・ホユック遺跡の発掘調査.2009 Salat Camii Yanl KazIlan CDiyal‘baklr 

ili， Bismil ilicesi). 32. LIZI Sonllclan Toplantlsl 3. Cilt. r栃木~~， 1ii~ lif[--rlTあ多111公Iliil:hJ:k焼)J見殺のiJ!!JJII:，U.IJ1t:J 筑

波大学先史学・考古学研究J22 (共著). r乳の流れるj也「凶アジアJ-乳干Ij)nと乳製1111の起iJJ;(をJ15るけ人t'i

代オリエント|専物館友の会講演会 第 618]吉代オリエントのそノ語り J(仁!頭発表). 33. Ulw叶;1巾山la川a川lr<刀淵'ar乱似訂11げr，川a以lじ凶f詰"Kaは山Z幻iし
‘ 

Ara刀a;;引刊tれ1口rmave Ar比喝女keome“凶tr付‘'iSempoz勾y勺叩u山JI1111，Ma計latりya、Diザy勺叩aωII

Bl山lr‘'i悶alsa瓜tHす七asakeyfh りyuk ancl Salat Camii Yanl， β uria! Cusrol7l ‘S ill Prehis!Oric WeSI Asia (1 1 ぽUit夫) 

谷口 陽子 r:1:11主1，新11.宣ウイグル，~，治IKキジル千仏j間接面群の技法;¥)I1J1t:(科学研究官). ~1 1i +;1幻tの起 iiJ;( に

関する東西壁聞の技法材14の比較研究(科学研究費). r石灰石作実験から得られたお灰(草生産石灰およ

び貝灰)の特性についてJr筑波大学先史学・考古学研究J22. r壁画保存の方法の現状と課題 水戸市JII'

EfI古j賞の*J)!t!J壁画と石室の保存からJr吉田古墳 国史跡追加指定記念連続講座 吉田古j立を考える 記録

集1r口3. 泉坂下j遺室肋跡;第 5号事墓牟j域康土器 1(にjここ{伴土4半iドiう赤色物質の分析Jr泉坂 Fご4遺跡の{問i以訓j月r島ザず究E一人直密i行仲例f宇付付τサ寸j-仁.二'.::1=士二土士土l上上仁;了二:.7，昔器詩をf伴'1半iドiう弥

E生i主三i時i時寺代l仁:千干村1=一

new 111011山l口ntll1gS勾ys幻temllS幻印i口ngT 以IS(Triaxial Woven Fabrics) for lootecl wall painting fragments frol11 Bamiyan ‘ 

Preprinls.for 1COM-CC 161h升 iel1l7a!lI1eerillg，Lisbon 19-23 September 2011 (共著). rルーマニア・ホレズ修

道院の壁画彩色技術:~Iヒの教会と東の教会の壁画に関する予備調査J fE:J本文化財科学会第 28Iill大会J(ポ

スタ一発表).rlr製石器製作・使用11寺に応用された諸技栴に関する指摘ー北イラン新石器i時代遺跡，
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Age and Early fron Age Remains， Perspec‘tives ji'om lhe Periphery: Gali/ee in the Cu/iura/ Change rhrough Ages， 

Rikkyo Universiりヘ Tokyo (口頭発表). 1テル・ゼロールと海の民?一外来系要素を示すこi二器群に関する再

検討Jr第 151国イスラエル考古学研究会(口頭発表). 1エジプト新王国の南レヴァント進I':Uとその痕跡

一考-[~ï学調査の進展とエジプト式土器をめぐってJ r日本オリエント学会第 5318]大会J(口頭発表).1テル

レヘシュ遺跡第 6次発掘調査報告Jr日本オリエント学会第 531豆!大会J(ポスター共同発表)

清家 大樹 「先スペイン期ペルー北部高地におけるラクダ科動物飼養についてJr古代アメリカ学会第 16

図研究大会J(仁j顕発表). 1先スペイン!t)]ペルー北部高地におけるラクダ科飼養Jわfコパンパ科liJf1権力

の生成と変容から見たアンデス文明史の再構築J2011 年度第 1lill研究会j(口頭発表)

鈴間 智子 「奈良県山添村所在五輪塔実iWJ記J元興寺文化財研究所 研究報告J2009・2010(共著)

麗永 尚子 「火葬墓Jrケルク新石器l時代墓地にみる生と死(共著)

荒 友里子 研究課題「青銅器時代における社会の複雑化一中央ユーラシア草原地帯の研究-J
大村 冬樹 「人物埴輪の製作技法とW:IJ毛@による製作工人集団のi可定Jr 1:1本文化財科学会第 28IllI大会j

(口頭発表). 1関東における人物埴輪製作工人に関する一考察一常|控の埴輪をr!::J心とした分析-Jr土曜考

古学研究会 6月例会J(口頭発表)

中村真衣子 「打製石器製作・使用11寺に応用された諸技術にi立jする指摘一北イラン新石器時代遺跡，タペ

サンギ・チヤハマックの事例を中心に-J rEI本文化財科学会第 28回大会J(口頭発表)

増森海笑 D. 1死者をおjiるビーズJrケルク新王If，if:1時代墓地にみる生と1BJ.1装身具からみた泊'アジア新石

器11寺代とテ jレ・エル・ケルク遺跡;Jr El本商アジア考古学会第 16回総会・大会要旨集J. 1装身具からみた

Illiアジア新石器11寺代とテル・エル・ケルク遺跡、Jr El本illiアジア考古学第 16回総会・大会J(仁!頭発表)

飯塚 守人 「西アジアにおける後期銅石器時代の封泥システムJr筑波大学先史学・考古学研究J22. 1土
器を利月3した}lJ[葬Jrケルク新石器1I寺代墓地にみる生と死1. I!史料!と牧畜のはざまに ユーフラテス河I:!:I流

域の背銅探l時代拠点集落ーシリア，ピシュ 1)山系テル・ガーネム・ア jレ・ア 1)遺跡の 2010年度発抑調査-J

f平J&22年度考古学が詰る古代オリエントJ(共著)

三宅 慶 「ウルクI=!:I・後期における外{t五回収口縁鉢をめぐる一考察Jr筑波大学先史学・考古学研究j

22. 

平成 23年 度 卒 業 論文・修士論文一覧

卒業論文(先史学・考古学コース)

植木 恵 11政鏡の副葬についてJ

Et'::F. 亮三f

鈴木 ;壱;野

T~T EEl裕!問

宮内 {愛子

森川愛美

宮EEI 大悲

LlI/.j(他太郎

主JL千彩子

大111 lii&H!! 

大十:J 真吾

佐々 EEI光毅

j古谷 兄
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子i~;]'1注南部における中世ブ5'Jf~)苦館の考察j

九世紀後半から 7-1世紀前半における東北地方南部のこLi1i1l器製作技法について一福島県白河ili

舟EEII:!:I道遺跡を I:!:I心に-J

II:! 

fテル.アイン.エル・ケルク遺跡の土器新石器11寺代墓地からみる親族関係J

「転FFl併にみる信仰の継承と変容ーギリシア~コプト l時代のアコリスをI:!:I心に-J

「志波城跡と徳丹城跡の保存・キIJJFJ・復元についての問題と今後の課題」

「地下;J¥.祭配の系請をたどる一伊予松山城二ノ丸の大井戸遺構を¥+¥心に-J

「近代日本における採石道具に関する山うど一石切り技法の視点から-J

「古代エジプトにおけるミイラ制作の薬剤に|鳴する考察J

「我が!主|における水¥:j:1考古学の現状と展望J

「京都府乙訓郡における近!立墓標の考在学的考察j

「復元絵iiiりされた古墳の活!l'JについてJ



修士論文(人文社会科学研究科)

飯塚 守人 「西アジア先史社会における封泥システムの変遷一土器新石器時代からff;INJi5-r.~1l寺代までの印

章-1=11影の分析を中心に-J
三宅 }~ I北メソポタミアにおける都市化へのJJ合動一土器からみた銅石器時代後期の社会-J
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